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１ は じ め に
現在，FTAやWTO農業交渉が行われ，国内農産物市場の開放圧力が強まっている．交渉進
展次第では，農産物の国際競争力が低い日本農業は大きなダメージを受けることが予想される．
このために競争力のある，効率的な農業経営を中心とした農業の改革が必要とされており，農
林水産省は規模拡大による経営効率化という政策を打ち出している．規模拡大に加え，経営効
率化の実現には農業の情報化も不可欠である．地域ごとの土壌条件や気象条件，圃場や生産者
の情報など散在する情報を利用できるように共有化し，経営をより効率化する必要がある．ま
た，近年の続発する食の問題から消費者の農産物への安全性志向の高まりにより，農産物の生
産履歴情報提供への対応も迫られている．
営農に関する大量の情報の中から，必要な情報を瞬時に抽出するためには，データベースに
よる情報の管理が不可欠である．また，作成したデータベースは，利用者にとって利用しやす
Presently, information technology of agriculture is important for improvement of the management
of agriculture. In addition, from the increasing of the interest about the food of the consumer, also the
traceability of agricultural products is required. In this research, we designed the database as prerequisite
that improvement of the management and the offering of the information.
The data of a farming union was administrated by the card type database. But, it has many problems.
So we used the relational database in this research. Next, we arranged the data by the formalization to de-
crease the overlap in the tables. From these results, we discussed about the basic structure of database for
the improvement of efficiency, management and expandability. As a result, we considered that new data-
base would be able to solve the problems of the management of agriculture.
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いものとなるように設計しなければならない．
本研究では，モデル事業体となる福岡県久留米市の農事組合法人八丁島営農組合（以下，八
丁島営農組合）のデータを基に，生産，資材，労務など営農に関する情報を容易にかつ正確に
管理するための農業情報のデータベース設計を目的とした．また，生産履歴システムの導入や，
米・麦における荷受作業の自動化への対応についても検討し，利用目的に応じたデータに対す
るアクセス条件の設定・検証を行った．
２－１ データベースについて
データベースは，一般的にカード型データベース（以下，カード型）とリレーショナルデー
タベース（Relational Database：以下，RDB）の２種類に分けられる．
カード型データベースとは，１件のデータを２次元の表（以下，テーブル）で管理する．し
たがって，構造は簡易である．しかし，拡張性に乏しい，個別のデータにおける独立性が保持
できないなどといった欠点を持ち，不要なデータを取り込んでデータの冗長性を生じるなどの
短所が存在する．
RDBとは，データを項目別に二次元の簡易なテーブルを構築し，それらの集合体として，
関連付け（リレーション）した形でデータを管理するものである．カード型と比較するとレコー
ドにおける冗長性がなくなるため，データ総容量の軽減が図れる．また，データの入力や修正
も容易に出来るといった長所をもっている．
２－２ データベース構築の流れ
データベースを導入する際に，利用目的を明確にする必要があり，設計においては概念設計，
論理設計，物理設計といった３つの段階が存在する．
 概念設計
概念設計では，データベース自体の構造を設計し，以下のような手順で定義づけを行う．
 経営管理上扱うすべてのデータの洗い出し
 ユーザが必要としているデータ項目の整理
 データ項目同士の関連性の洗い出し
 論理設計
論理設計では，データを適切な形に変換する正規化という作業を行い，テーブルを作成す
る．正規化を行うことで，データに独立性を持たせ，データの冗長性や不整合を防ぐこと
ができる．また，論理設計では，データに対する形式，制約，索引を設けるといった作業
も行う．論理設計次第で，データベース構築後の使い勝手に大きく影響するため，この段
階での検討が重要であると考える．
 物理設計
物理設計とは，実際にデータベースが稼動する環境を設計する作業を指す．ネットワーク
や OSなどの物理的条件（使用するコンピュータ等の性能条件，アクセス方法，将来にお
けるデータ拡張性の見積もりの設定や調整など）について実際の運用を踏まえて検討する
ものである．なお，物理設計後は，十分に運用テストを行って，設計したデータベースが
最適に稼動しているか検証を行わなければならない．
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図１ 現状の年度更新方法
３ 現状の問題点
八丁島営農組合では，組織の資産管理，経営の効率化を図るためカード型データベースソフ
ト桐（管理工学研究所）による農業情報の管理が行われている．しかし，そのデータには以下
のような問題点が存在していたため，本研究におけるデータベース設計にあたっての修正点と
した．
 コードの不使用
従来のデータは，組合に所属している組合員の氏名を中心に編成されていた．しかし，こ
れは同姓同名など運用上問題があるため，RDBのキーとしては使用できない．組合員に
限らず，他の項目（資材，設備等）においても同様であった．
 フィールドにおける入力規則の不統一
通常，データベースフィールドにおいて，入力するデータを文字列とするか数値とするか
で，コンピュータにおける利用方法が異なる．しかし，一部のフィールドにおいては入力
データに統一性が認められないものも確認された．また，生産者の姓名の間にスペースを
挿入しているかどうかがまちまちとなっているなどの入力時の問題も存在した．
 圃場による営農情報の管理
作物出荷については，圃場を軸として作業記録がとられていた．しかし，圃場によっては，
異なる時期に作物を複数（夏は水稲・大豆，冬は麦・野菜）作付けしており，年度末にお
ける集計を困難なものとしていた．
 毎年増加する営農情報の処理法
従来のデータベースにおいて，毎年増えていくデータに関しては，テーブルにフィールド
を追加して対応していた（図１）．このため，毎年データベースの構造を変えなければな
らず，データベースの運用に問題が見られた．またこの手法ではデータベースが肥大化す
るため，将来処理能力低下が発生する可能性が考えられた．
以上のような問題点を解決しつつデータ管理を改善するために，既存のシステムで使われて
いるデータの提供を受け，RDBソフト（Microsoft Access２００３）を用いて新たなデータベース
の構築を検討した．新たなデータベースにおいては，以下のような点に配慮した．
 営農情報をリアルタイムでデータ収集できるデータベースを目標とし，経営の効率化を図
る．
 消費者のニーズに応えるための生産履歴開示への対応
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 入力ミスを減らし，作業効率を上げるため，各種作業における自動的なデータ収集への対
応
４ データベースの基本構造とテーブルの作成
２－２で述べたデータベース構築の流れに沿い，データベースの基本構造とテーブルを作成
した．これらは生産履歴，作業履歴，農薬散布履歴など記録台帳としてのものと，名称等の変
換用マスタデータ用のテーブルに大別される．今回作成したデータベースの基本構造を図２に
示す．なお，テーブルには T，フィールドには Fの記号を付加した．
T０１：圃場毎の生産履歴
（F０１：圃場 ID，F０２：作付け日，F０３：名前 ID（作付け者），F０４：作物品種 ID，F０５：
総収量，F０６：品質）
T０２：農薬散布履歴
（F０１：圃場 ID，F０２：農薬使用日，F０３：使用農薬 ID，F０４：単位使用量）
T０３：作業履歴
（F０１：圃場 ID，F０２：名前 ID（作業者），F０３：作業項目 ID，F０５：使用資材 ID，F０６：
資材消費量，F０７：作業開始日時，F０８：作業終了日時）
T０４：委託農作業
（F０１：圃場 ID，F０２：委託作業 ID，F０３：委託年度）
T０５：土地利用権限
（F０１：圃場 ID，F０２：利用権限 ID，F０３：年度）
T０６：環境負荷軽減内容
（F０１：圃場 ID，F０２：軽減 ID，F０３：年度）
T０７：名前マスタ
図２ データベースの基本構造
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（F０１：名前 ID，F０２：名前，F０３：フリガナ，F０４：住所，F０５：電話番号，F０６：JA生
産者コード，F０７：JA支所 ID，F０８：集落 ID，F０９：営農組織 ID）
T０８：圃場マスタ
（F０１：圃場 ID，F０２：名前 ID（所有者），F０３：圃場所在地，F０４：台帳面積，F０５：実
面積，F０６：物件キー，F０７：地目 ID，F０８：ポンプ No）
T０９：農薬マスタ
（F０１：農薬 ID，F０２：農薬名，F０３：希釈倍率，F０４：用途）
IDと付随する情報のみのマスタデータ用テーブル
T１０：作業項目マスタ，T１１：資材マスタ，T１２：作物品種マスタ，T１３：営農組織マスタ T１４：
JA支所マスタ，T１５：地目マスタ，T１６：集落マスタ，T１７：委託農作業マスタ，T１８：土地利
用権限マスタ，T１９：環境負荷軽減内容マスタ
５－１ データに対するアクセス条件の設定及び検証
論理設計では，データに対するアクセス条件を満たす必要がある．ここでは，作業履歴を対
象としたデータアクセスについて述べる．RDBソフトにはクエリと呼ばれるデータベースオ
ブジェクトを作成することが可能である．クエリでは，テーブルに蓄積されたデータから必要
なデータのみの表示，条件を設定することでデータの集計・分析が容易に出来るものであり，
作業履歴において目的ごとの抽出条件や集計条件を設定することで，作業者毎の労務管理，圃
場毎または対象期間内の作業内容の把握を正確に行うことが可能である．そこで，作業履歴に
必要な複数のテーブル（図３）をもとに，フィールド項目を選択して作成した作業履歴のクエ
リを表１に示す．これを用いて，データに対するアクセス条件の設定及び検証を行った．
図３ 作業履歴に必要なテーブルとそのリレーション
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 作業者を中心に考えた場合の作業履歴
作業者の名前 IDを入力する画面において，対象作業者の名前 IDを入力すると，条件
を満たしたデータが表示された（図４）．ID入力については，同姓同名の入力ミスを避け
るために採用している．現場での運用においては手入力によるミスや入力の手間を省くた
め，名札等におけるバーコードの利用などを想定している．作業履歴データベースを構築
することで，圃場別・期間別に作業者がいつ，どこで，何の作業項目を行ったかなど，正
確な情報把握が可能となり，作業者の労務内容に基づいた給与計算ができるばかりでなく，
各作業者における作業効率についても把握することが可能であると考えられる．
 圃場を中心に考えた場合の作業履歴
と同様に，履歴の内容を把握したい圃場の IDを入力して，対象となる圃場のデータ
を取得することが可能となっている．それに加えて検索期間（検索開始日と検索終了日）
を入力し，期間を限定することも可能となっている．これにより，圃場での作業進捗状況
や一定期間内に行われた作業内容の把握が簡易に出来，生産履歴や農薬散布履歴でも目的
に応じたデータの取得が可能となった．
５－２ カード型データベースとの比較
従来のカード型では，データベースの構造を変化させないことが原則なので，事前にテーブ
ル作業記録項目の記入枠の数が限られる（図５）．したがって，作業記録が記入枠より多くなっ
た場合，データベースの構造を変更しなければならない．逆に，作業記録項目が記入枠数より
極端に少ない場合には，データベースにおける容量の無駄が生じる．一方，新しいデータベー
スでは，図２に示したとおりテーブル間で関連付けが行われているため，複数のテーブルの活
用を前提にしたデータ参照を構築することができる（図６）．個人名管理のテーブルから，保
表１ 作業履歴の一覧（例）
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圃場ID
10001
10002
10003
10004
H20年夏作� 作業履歴1
＊＊＊�
＊＊＊�
＊＊＊�
＊＊＊�
10005
…�
＊＊＊� 空欄� 空欄�
空欄� 空欄�
空欄� 空欄�
空欄�
…� 作業履歴N
＊＊＊� 空欄� 空欄� 空欄�
多くの空欄はデータ枠の�
無駄部分となる�
記入枠数を超えた場合�
テーブルにフィールドを�
追加する必要が生じる�
限られた記入枠�
有する圃場・圃場の作業記録・各作業の作業内容をすべて検索・表示することが可能である．
個々の作業記録テーブルは独立しており，カード型と違い，作業記録を追記していくことに問
題はない．したがって，作業内容がどのように追加されてもデータベースの構造を維持するこ
とができ，また，多くの空欄を抱えるといった無駄も生じない．
このように，本研究におけるデータベースは従来用いられていたカード型と異なり，データ
図４ データ検索画面と検索後の表示画面
図５ 従来のデータベースにおけるデータ表示の問題点
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図６ 新しいデータベースにおけるデータ表示の仕方
ベースの構造を変更することなく，複数のテーブルの利用が可能である．
６ ま と め
本研究では，実在の農業法人におけるデータの提供を受け，経営の効率化や消費者等からの
要求に即座に応じることができる情報提供を前提としたデータベースの設計を行ない，以下の
ような問題点について対応を行なった．
 現行システムからのデータ移行に伴う，過去のデータベース運用の問題点の把握および
改善方法の検討
 作成したデータベースにおける，利用目的ごとのデータに対するアクセスの検証
 外部からの情報開示の要望などへの対応などの新たな運用事項の検証
今後の課題として以下に示す．
 実際の現場における運用試験を行い，問題点の抽出と改善を行なう
 メインメニュー作成などによる，利用しやすいスタイルへの移行
 現在手作業となっている作業（例：荷受作業）の自動化
 GPSなどの携帯端末を用いて，現地におけるリアルタイムでの情報収集の取り込みお
よび GISデータの利用
摘 要
現在，農業分野では経営の効率化が求められており，農業の情報化が重要である．また，消
費者の食に対する関心の高まりから，作物の生産履歴情報も求められている．本研究では，経
営の効率化や情報提供を前提としてデータベースの設計を行なった．
提供を受けたデータは，カード型データベースで管理されていたが，さまざまな問題があっ
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た．そのため，本研究ではリレーショナルデータベースを採用した．次に，重複したデータを
整理する正規化作業および作成したテーブルの関連付け作業を行った．その結果をもとに，労
務環境の効率化，経営の効率向上を目的として新規データベースの基本構造について検討を
行った．また，データ拡張性ついても問題点を明確にし，対策について検討した．その結果，
それらの問題については，新しいデータベースで改善できると思われた．
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７．北川博之（１９９６）．データベースシステム．昭晃堂．東京．３０‐５４
８．増永良文．リレーショナルデータベース入門．サイエンス社．東京．７７‐１１９
９．きたみあきこ・国本温子＆できるシリーズ編集部．できる大辞典 Access２００３＆２００２（２００５）．インプレ
イス．２１８‐２６６
１０．日野間佐登子・大庭敦子（２００５）．Accessクエリ逆引き大全４６１の極意．昭和システム．東京．５９‐８５
１１．独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構近畿中国四国農業研究センターのウェブページ．
http://www.aginfo.jp/PMS/（参照 ２００８‐０８‐０１）
松永・稲葉・井上・内田：農業情報データベース化に関する基礎的研究 ５９
